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■
公
務
員
の
給
与
が
上
が
ら
な
い
現
状
を

見
て
、
今
の
学
生
た
ち
は
そ
れ
で
も
公
務

員
を
希
望
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に

優
秀
な
人
材
に
は
、
既
に
そ
っ
ぽ
を
向
か

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

 

乗
鞍　

弘
仁
（
八
尾
市
職
労
）

■
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
暴
走
と
橋
下
維
新
の
会
と
の

た
た
か
い
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。

 

Ｔ
・
Ｙ
（
大
阪
府
職
労
）

■
自
主
憲
法　

そ
の
内
容
は　

ア
メ
リ
カ

産

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
「
う
ち
の
近
所　

コ
レ
イ
チ
」
の
コ
ー

ナ
ー
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

 

佐
竹　

由
佳
（
吹
田
水
道
労
組
）

■
退
職
間
近
で
す
が
高
年
齢
の
職
員
に

は
、
賃
下
げ
、
昇
給
停
止
提
案
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
下
が
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

 

西
島　

美
智
子
（
枚
方
市
職
労
）

■
新
し
く
言
葉
を
知
る
き
っ
か
け
に
な

り
、
最
近
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
楽
し
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

 

道
井　

紫
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
寒
く
な
る
と
現
場
に
出
る
の
が
ツ
ラ
イ

で
す
。

 

中
西　

清
美
（
大
阪
府
職
労
）

タ
テ
の
カ
ギ

❶
勝
負
を
白
黒
の
星
で
示
す
こ
と
。
○

○
○
○
表

❷
前
後
○
○
○
を
よ
く
見
て
渡
る

❸
１
位
の
メ
ダ
ル
の
色
は

❺
卵
の
中
の
白
身
と
○
○

❻
○
○
○
の
高
跳
び
歩ふ

の
餌
食

❽
交
通
ル
ー
ル
は
○
○
○
○
○
し
よ
う

11
い
ま
だ
勝
利
し
て
い
な
い
こ
と　

12
○
○
に
入
っ
て
は
○
○
に
従
え

13
図
書
館
で
○
○
を
借
り
る

14
も
は
や
○
○
も
得
も
な
い

15
イ
チ
か
バ
チ
か
の
○
○
に
出
る

16
お
も
て
と
う
ら
。
○
○
○
○
一
体

17
生
体
器
官
が
異
常
に
大
き
く
な
る
こ

と
。
心
臓
○
○
○

19
外
国
。
○
○
○
の
地

20
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
略
。
○
○
カ
ー

22
あ
ま
っ
た
時
間
、
ひ
ま
。
○
○
を
楽

し
む

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
刀
・
筆
な
ど
細
長
く
尖
っ
た
先

❹
雪
が
と
け
る
こ
と

❼
ま
た
た
く
間
。
○
○
○
○
に
消
え
た

❾
ピ
サ
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
、
五
重

10
○
○
で
矢
を
射
る

12
開
け
、
○
○
！

13
本
来
の
性
格
。
○
○
○
○
○
を
む
き

出
し
に
す
る

15
食
間
に
も
の
を
食
べ
る
こ
と
。
お
や

つ
17
強
敵
に
も
○
○
を
と
ら
な
い
実
力

18
○
○
に
５
万
を
超
す
大
観
衆

19
旧
国
名
。
現
在
の
愛
媛
県

21
新
婚
・
海
外
・
修
学

23
一
度
考
え
て
み
る
こ
と
。
○
○
○
○

を
要
す
る

24
伝
染
病
の
伝
染
を
防
ぐ
た
め
患
者
を

一
定
の
場
所
に
へ
だ
て
離
す
こ
と

（解き方）二重ワクの文字を並べ替えて意味の
通る言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：「知る権利」が侵される！

私たちの現在･過去･未来を
かたる学習・交流のつどい

（衛都連退職者会･大阪自治労連壮年部･大阪衛都連共催）

「2010年代に学ぼう」と
 言われるたたかい築こう
　コーディネーターの中山徹・奈良女子大学教授は、
「70年代、住民運動と組合運動とが結びつき、革新自
治体が広がった。堺市長選挙では、橋下大阪市長が地
域コミュニティ活動への補助金を次々に廃止し、営々
と築いてきた伝統をつぶしている維新政治を堺に持ち
込ませてはいけない、という保守層の思いがわきあが
った。自治体労働組合の運動が住民との橋渡し役にな
っている。『70年代に学ぶ』だけではなく、後々に
『維新政治を打ち破った2010年代に学ぼう』と言われ
るようなたたかいを築こう」と、まとめました。

　11月16日、グリーン会館で開催されたつどいには86
人が参加しました。
　シンポジウムで、大阪自治労連顧問の一

はし

法
のり

真
しん

證
しょう

さん
は、全労連・自治労連結成前からの歴史を話され、徳
畑勇さんは「自治研活動が住民との共同をつくり出し
た」と話されました。大原真委員長は「橋下・維新と
のたたかいは大阪のたたかう労働組合の伝統を引き継
いでいる」と述べました。
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　安静加療期間が７日以上（入院の場合は５日間）
あれば、通院開始の１日目から１年以内の実通院日
数を90日限度にお支払い。
　「インフルエンザで１週間寝込んでしまった」…
そんな時、入院していなくても実通院日数が給付対
象になるんですよ。

　その他、がん入院の保障
もアップ。また、良性新生
物の一部や子宮筋腫が慢性
疾患から除外され、加入の
機会が広がりました。安心
して働き続けたいあなたを
サポートするセット共済が
ますます充実。もうけを必
要としないセット共済にぜ
ひあなたもご加入くださ
い。

　セット共済ならどの型でも手術見舞金を上積
みすることができます。手術の種類も22種類増
えて172種類に拡大。増口分は２年間制限がか
かりますが、どなたでも上積みすることができ
ます。ご加入のセット型の手術見舞金と合わせ
て９万円まで保障アップできます。

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
1
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
４

年
２
月
号
の
紙
面
に
掲
載

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
３
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」の
正
解
は「
ケ
ン
ポ
ウ
ヲ
ジ

ッ
コ
ウ
セ
ヨ
」で
し
た
。各
職
場
か
ら
12

通
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選

で
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
柴
田
有
理
（
大
阪
市
労
組
）
▼
南
野

知
彦
（
堺
市
職
労
）
▼
乗
鞍
弘
仁
（
八

尾
市
職
労
）
▼
中
田
昇
（
枚
方
市
職

労
）
▼
佐
竹
由
佳
（
吹
田
水
道
労
組
）

10月号の解答
「ケンポウヲジッコウセヨ」

シジヨ　カケアシ
ヤマカジ　ツ　ツ
ケン　ヤブ　アポ
ン　カントウシ　
　オオソウジ　ウ
コウ　ウカ　クラ
ン　シ　イセシマ
キヲツケ　インチ

ますます充実の セット共済ますます充実の セット共済
病気通院の支払いが
 いっそう充実！

働き続ける
あなたをサポート

手術見舞金の保障は
９万円までアップ可能！

2013年制度改定で

さらに

※詳細は組合事務所へ
お問い合わせください

おトクが　

いっぱいね！

※ 子宮筋腫の場合、新規加入・
増口分は免責となっています
のでご了承ください。


